
2005.
. 70

2005.
. 708

CONTENTS
平成１７年　玄海町議会第２回定例会報告 
初盆のみたま・新農業委員決まる 
玄海町職員採用試験 
保健師だより 
利用しやすくなった民事執行手続き 
特別養護老人ホームの指定管理者が決まりました 
試験・募集・お知らせ 
第６回｢元気です！玄海町｣フォトコンテスト入賞作品 

………………… 2 
……………………………… 3 

…………………………………………… 4 
…………………………………………………… 5 

…………………………… 6 
…………… 7 

…………………………………………8～9 
…………10

七夕会より 

 



2

広　報　玄　海 

条

例

制

定

・

改

正

そ

の

他

平
成
17
年
　
玄
海
町
議
会

第
２
回
定
例
会
報
告

人

事

案

件

補

正

予

算

用
途

世
帯
割

世
帯
員
割

し
尿
と
雑
排
水

一
、
〇
五
〇
円

六
三
〇
円

七
三
五
円

四
二
〇
円

雑
排
水
の
み

区
　
　
　
分

料
　
　
金

地
区
公
民
館

神
社
・
仏
閣

一
、
〇
五
〇
円

一
、
〇
五
〇
円

人
　
　
員

料
　
　
金

一
人
以
下

二
人
〜
五
人

六
人
〜
一
〇
人

一
一
人
〜
二
〇
人

二
一
人
〜
三
〇
人

六
三
〇
円

一
、
五
七
五
円

三
、
一
五
〇
円

五
、
二
五
〇
円

四
、
二
〇
〇
円

六
〇
一
人
〜

二
一
〇
、
〇
〇
〇
円

〜

(

中
略)

平成17年8月1日 

　
平
成
17
年
第
２
回
玄
海
町
議
会
定
例
会
は
、
６
月
13
日
に
開
会
さ

れ
、
16
日
に
一
般
質
問
、
21
日
か
ら
22
日
ま
で
予
算
特
別
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
条
例
の
改
正
や
総
額
四
億
二
千
八
百
三
十
一
万
三
千
円

の
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
15
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
23

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
審
議
さ
れ
た
議
案
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

広　報　玄　海 平成17年8月1日 

■
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例 

　
農
業
集
落
の
水
質
保
全
及
び
生

活
環
境
の
向
上
の
た
め
、
農
業
集

落
排
水
処
理
施
設(

座
川
内
・
湯

野
尾
、
小
加
倉
・
有
浦
下
地
区
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設)

を
設
置
し
、

そ
の
適
正
な
管
理
運
営
を
図
る
た

め
の
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

◎
使
用
料
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

◆
一
般
世
帯
(

月
額
、
消
費
税
含
む
。)

※
世
帯
割
と
世
帯
員
割
の
合
計
が

使
用
料
月
額
と
な
り
ま
す
。

◆
地
区
公
民
館
等(

月
額
、
消
費
税
含
む
。)

◆
事
業
所
等(

月
額
、
消
費
税
含
む
。)

※
人
数
毎
に
料
金
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
下
水
道
事
業
等
屋
外
排
水
設
備

の
助
成
に
関
す
る
条
例 

　
屋
外
排
水
設
備
を
設
置
し
よ
う

と
す
る
者
に
対
し
、
必
要
な
助
成

を
行
う
た
め
の
条
例
を
制
定
し
た

も
の
で
す
。

■
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例 

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
制
定
し
た
も
の
で
す
。

■
基
金
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
平
成
16
年
度
中
の
積
立
て
、
と

り
く
ず
し
、
運
用
益
な
ど
に
よ
る

基
金
の
額
の
変
動
を
整
理
し
た
も

の
で
す
。

　
17
年
３
月
末
現
在
で
21
の
基
金

が
あ
り
ま
す
。

　
　

■
消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

 

　
消
防
団
員
の
退
職
報
奨
金
の
一

部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。
　
　

　
　

■
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
一
号) 

◎
補
正
予
算
額(

増
額)

　

　
　
　
　
四
二
八
、
三
一
三
千
円

(

補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額)

　


　
　
七
、
〇
〇
六
、
三
一
三
千
円

◆
補
正
予
算
の
主
な
も
の
　

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
敷
地
造

成
工
事
請
負
金(

変
更
請
負
契
約)

　
　
　
　
　
一
四
、
〇
五
一
千
円

○
中
部
共
同
乾
燥
施
設
色
彩
選
別

機
導
入
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
一
八
、
四
〇
九
千
円

○
漁
港
漁
場
機
能
高
度
化
事
業(

外

津
浮
桟
橋)

調
査
測
量
設
計
業
務

委
託
料
　
　



二
三
、
五
〇
〇
千
円

○
町
道
外
津
二
号
線
改
良
工
事
請

負
金
　
　


　
三
八
、
〇
〇
〇
千
円

○
町
道
普
恩
寺
〜
小
加
倉
線
改
良

工
事
請
負
金















二
三
八
、
三
〇
〇
千
円

○
給
食
セ
ン
タ
ー
配
管
取
替
工
事

請
負
金



　
　


　
八
、
六
六
四
千
円

■
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
二
号)

◎
補
正
予
算
額(

増
減
無)

　
　
　
　
　
　
　


二
、
〇
〇
〇
千
円

◆
パ
レ
ア
施
設
修
繕
料
に
充
て
る

た
め
の
も
の
で
す
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
特
別
会

計
補
正
予
算(

第
一
号) 

◎
補
正
予
算
額(

増
減
無)

(

補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額)

　
　
　
　




二
九
四
、
〇
〇
〇
千
円

◆
歳
出
項
目
の
変
更
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算(

第
一
号) 

◎
補
正
予
算
額(

増
額)

　
　
　
　
　
　
四
、
六
二
四
千
円

(

補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額)

　
　


　
一
、
八
六
〇
、
三
二
四
千
円

◆
人
件
費
を
補
正
し
た
も
の
で
す
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て 

　
川
内
良
男
委
員
の
任
期
が
７
月

７
日
に
満
了
す
る
た
め
、
再
任
に

つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
た
も
の

で
す
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
玄
海
園

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

 

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
も
と

め
た
も
の
で
す
。

※
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
７

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
敷
地
造

成
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て 

○
契
約
金
額

　
　
　
　
二
九
六
、
七
五
一
千
円

(

変
更
前
契
約
金
額
　
二
七
三
、〇
〇
〇
千
円)

○
契
約
の
相
手
方

　
　
　
　
　
株
式
会
社
　
岸
本
組

■
公
共
施
設
整
備
基
金
の
取
り
く

ず
し
に
つ
い
て 

　
一
二
五
、
四
〇
〇
千
円
を
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
一
号)

の
財
源

に
充
て
た
も
の
で
す
。

■
三
島
線
橋
梁
架
替
（
下
部
工
）

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て 

○
契
約
金
額

　
　
　
　
一
九
五
、
三
〇
〇
千
円

○
契
約
の
相
手
方

　
　
　
　
　
株
式
会
社
　
岸
本
組
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平
成
16
年
７
月
か
ら
平
成
17
年
６
月
ま
で
に
な
く
な
ら
れ
た
方
な
ど 

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

  

尚
、
個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
に
よ
り
許
可
を
得
た
方
の
み
を
掲
載 

し
て
い
ま
す
。 

新
農
業
委
員
決
ま
る

新
農
業
委
員
決
ま
る 

　
玄
海
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
う
改
選
の
結
果
、
次

の
方
が
新
し
い
農
業
委
員
に
決
ま

り
ま
し
た
。

玄
海
町
総
合
計
画
策
定
進
む

　
玄
海
町
で
は
、
平
成
18
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
玄
海
町
の

指
針
と
な
る
新
し
い
総
合
計
画
の

策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
昭
和
34
年
に
玄
海
町

建
設
計
画
、
昭
和
61
年
に
玄
海
町

総
合
開
発
計
画(

第
１
次)

、
平
成

８
年
に
玄
海
町
新
総
合
計
画(

第

２
次)

の
３
回
に
わ
た
っ
て
策
定

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
総
合

計
画
策
定
は
、
５
部
会｢

生
活
・
環

境
部
会｣

、

｢

福
祉
部
会｣

、

｢

産
業
経
済

部
会｣

、

｢

教
育
・
文
化
部
会｣

、

｢

行
財

政
部
会｣

に
町
民
か
ら
の
公
募
で

選
ば
れ
た
委
員
が
加
わ
り
、
独
自

の
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
意
見
が
新
し
い
総
合
計
画
に
反

映
さ
れ
、
今
年
度
中
の
策
定
に
向

け
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

氏
　
　
名

地
区
名

選
出
区
分

平
　
田
　
英
　
人

小
加
倉

公
　
選

木
　
場
　
善
　
男

渡
　
辺
　
元
　
信

松
　
本
　
忠
　
久

中
　
島
　
英
　
二

中
　
山
　
行
　
雄

宮
　
�
　
勝
　
幸

古
　
田
　
正
　
志

西
　
川
　
　
　
博

上
　
田
　
利
　
治

宮
　
　
　
　
　
讓

岡
　
本
　
　
　
孝

外
　
津

諸
　
浦

轟
　
木

有
浦
上

浜
野
浦

平
　
尾

藤
　
平

牟
　
形

普
恩
寺

下
　
宮

石
　
田

公
　
選

公
　
選

公
　
選

公
　
選

公
　
選

公
　
選

※
公
選
委
員
は
届
出
順
で
す
。

※
公
選
委
員
は
届
出
順
で
す
。

※
公
選
委
員
は
届
出
順
で
す
。

土
地
改
良
推
薦

共
済
推
薦

農
協
推
薦

議
会
推
薦

議
会
推
薦

(

任
期
　
平
成
17
年
7
月
20
日
〜
平
成
20
年
7
月
19
日)

生活・環境部会

タ
ウ
ン

地
区
名

小
加
倉

有
浦
下

有
浦
上

長
　
倉

諸
　
浦

新




田

牟
　
形

み
　
た
　
ま

平
田


キ
ク
ノ

迎

井

静


子

山


口


正

博

中
川



ス
ミ
子

常
盤



安
太
郎

池


田


安


孝

杉


山
　



悟

杉


山
　



繁

中


山
　



昭

脇


山



榮


子

脇


山





茂

越


路



裕


行


小


山



國


男

清
水


ト
メ
子

田
渕


キ


チ

岡
本


カ
ズ
エ

中
野


ヨ
シ
ヱ

前
川


キ
ワ
ノ

陣


内



久


延

青


木



辰


治

鬼


木



次


郎

寺


田



静


男

世
帯
主
等

常

視力超

昌


夫

和

夫

花


江

静


雄

明


美

茂

　久博

三
智
代

龍


彦

尋


常

吉


延正

久


磨

健


吾

規


雄

里


子

治


仁

磯


光

地
区
名

平
　
尾

浜
野
浦

石
　
田

仮
　
屋

栄

シ
ー
ラ
イ
ン




み
　
た
　
ま

古


田


ミ
ヤ
ノ

古


舘



正


美


松


本



芳


人

菅


原



正


雄

熊


本


ト
シ
子

山


口



忠


行

花


田






優

岩


下



洋


子

　


永



榮


子

西








文


子

西
　



ハ
ナ
ヨ

片


山


ハ
ツ
ヨ


西






常


喜

松


尾



幸


男

長
谷
川
ナ
ル
ミ

瀬
戸

ケ
サ
子

岩


下








了

西






秋

江

木


場



和


代


西


田



ツ


ギ

大


場



慧


維

世
帯
主
等

正


志淳

豪


人

國


夫

み
ゆ
き

芳


信

義


直

豊


政

謙


吉

井
上
タ
ツ
エ

輝


満稔

静


子

秀


人

明


広

憲


房

金


人

五
木
田
義
正

拓

男

共

幸

聖


治

地
区
名

轟
　
木

大
　
鳥

座
川
内

湯
野
尾

田
　
代

仮
　
立

中
　
通

下
　
宮

外
　
津

普
恩
寺

み
　
た
　
ま

林


田


ア
ヤ
コ


宮


�


ユ
ク
ノ

寺


田


ア
グ
ル

岡


本


須
磨
子

與


田


キ
ヌ
子

平


山



ク


ニ

平


山


ス
エ
子

坂


本



孝


秋

岡

本



定


雄

小


野





力

八


島



玉


枝

小


野


サ
ワ
ノ


松


本






環

前


川


千
江
子

野






一


子

大


原



寅


蔵

山


�


タ
ケ
ノ

山


�



榮


蔵

山


口



金


光


古


舘


キ
ミ
エ

山


口



善


市

溝


上



理


行

世
帯
主
等

定


臣信

健


治

文


男

次


夫

公


子

熊


男豊

直


輝

法


之

三
津
義

尚

子

亀

代

末


善

市


治

讓


二

浦


子

正


人

政


成勵

善


次

佐
智
子
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玄海町職員採用試験 
○ 試験区分・採用予定人員・職務内容 

○ 受験資格 

○ 試験の日時および場所 

○ 試験の方法及び内容 

○ 合格者発表 

○ 受験手続  

試験区分 

一般事務 

保育士 

　昭和53年4月2日から昭和63年4月1日までに生まれた者で、学歴は問いませんが、受験者は、
平成17年4月1日以前から引き続き玄海町に居住し、住民登録をしている者。また、現在は住民
登録をしていなくても修学・就職等により一時的に転出している者（学生、会社員等）は受験でき
ます。 
　試験区分の保育士の受験者は、保育士の資格を有する者、又は平成18年3月31日までに取得
見込みの者とします。 
　ただし、次の各号の一に該当する者は受験できません。 
　① 日本の国籍を有しない者 
　② 成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む。） 
　③ 禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、又はその執行を受けることがなくなるま  
　での者 

　④ 本町の職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者 
　⑤ 日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を
　結成し、又はこれに加入した者 

・第1次試験 ････ 教養試験（120分）高等学校卒業程度の一般的知識（国語・数学・社会・理科・英        
　                      語等の知識）についての5枝択一式問題40問による筆記試験 
・第2次試験 ････ 作文試験・面接試験・身体検査など 

第1次試験 9月18日（日曜日）9：30 集合  県立佐賀工業高等学校（佐賀市緑小路1-1） 
第2次試験 11月上旬の予定 

第1次試験 ････10月中旬 第2次試験 ････11月下旬 

２人 

２人 

一般事務に従事します。 

保育所において幼児の保育指導の業務に従事します。 

採用予定 職　　務　　内　　容 

　(1) 申込書等の請求 
申込書及び試験案内は、本町役場及び値賀出張所で交付します。 
郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱書し、必ず120円切手をはっ
た宛先明記の定形の返信用封筒(角形3号)を同封してください。 

　(2) 申込先及び申込手続　 
申込書に必要事項を記入し、写真欄に平成17年4月以降に撮影した本人の写真をはって本 
町役場総務課に提出してください。 

　(3) 受付期間 
8月1日（月）から8月19日（金）までの土・日曜日を除く午前8時30分から午後5時まで受付
けます。 

       ※郵送による場合は、締切日（8月19日）の消印のあるものまで受付けます。 
　(4) 受験票の交付 

受験票は受付締切後郵送します。9月1日頃までに到着しない場合は、本町役場総務課 
（52- 2111）にお問い合わせください。 
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麻しん予防接種 

さくら児童館 就学前の乳幼児と保護者 

10月18日（火） 

★母子関係★ 

☆９月～ １０月の行事予定表 
詳しくは、役場町民課まで　52-2111（内線260）

実 施 日（曜日） 種  別 受付時間 場　　所 

堀田医院 

対  象  者 

就学前の乳幼児と保護者 

H10.3～H17.6月生 

H10.3～H16.9月生 

H17.6月生 

H10.3～H16.9月生 

H10.3～H17.6月生 

10月3日（月） 

9月13日（火） 

9月20日（火） 

10月21日（金） 

9月5・12･26日（月） 

9月6･20日（火） 

9月7･21日（水） 

9月12日（月） 

三種混合予防接種 13:00～13:20

13:00～13:20

14:00～14:30

11時現地集合 

14:00～15:00

14:00～14:30

13:00～13:30

13:20～13:40

10:00～11:00

H17.4～7月生 10月19日（水） 14:15～14:30

10:00～11:00

★母子関係★★母子関係★ ★母子関係★★母子関係★ 

★成人関係★★成人関係★ 

★母子関係★ 

堀田医院 

田渕医院 

三種混合予防接種 田渕医院 

乳 児 相 談 値賀分館 

乳 児 健 診 

乳 児 相 談 H１７．７月生 

育児サークル 肥前町ぼたん公園 

玄海町役場 

歯 科 教 室 
値賀分館 

★成人関係★ 

９月１６日（金） 
 

仮屋公民館 胃 検 診 ４０歳以上の男女  8:00～11:00

９月８日(木)・１４日(水)・２２日(木)

麻しん予防接種 

値賀分館 H16.10～H17.3月生 

育児サークル 

10:00～11:00 玄海町役場 

ＢＣＧ接種 

歯 科 健 診 

１歳～１歳５ヶ月 

２歳児、希望者 

？ 
？ 

　けが人や急病人が出た時に、あわてて
救急車を呼び、そのまま病院へ連れて行
くのでは手遅れの場合があります。救急
車が来る間に、応急手当てでけが人や急
病人の命が助かることもありますので、
応急処置において非常に重要な人工呼吸
と心臓マッサージについて簡単に紹介し
ます。 

人
工
呼
吸

①額とあごに手を当て、あご
　を突き出させる。肩に上衣
　などで肩枕をする。枕は、
　頭には絶対にしないこと。 

②鼻をつまみ、口から口へ　
　ゆっくりと２秒ぐらいかけ
　て、胸が軽くふくらむ程度
　に息を吹き込む。 

③患者の胸のふくらみを確認し、 
　おとなでは５秒に１回(１分間に１２回)、 
　乳幼児では３秒に１回(１分間に２０回) 
　のリズムで息を吹き込む。 

①固い床面の上に寝かせ、患者の片側、胸のあ
　たりにひざをつき、胸骨の下半分に手のひら
　をおく。 

心臓マッサージ

②その上に、もう片方の手を重ね、両ひじ
　をのばして垂直に体重をかける。 

③おとなでは、胸骨を3.5㎝～５㎝
　押し下げ、手を胸骨から離さずに
　力をゆるめる。１分間に100回の
　リズムで行う。幼児は片手で、乳
　児は指２本で胸の厚さの1/3位の
　深さまで押す。幼児は１分間に 
 100回位。乳児は１分間に100回 
　以上。 

値賀分館 

保健師だより 保健師だより 
い
ざ
と
い
う
と
き
、
あ
な
た
は

い
ざ
と
い
う
と
き
、
あ
な
た
は

い
ざ
と
い
う
と
き
、
あ
な
た
は

い
ざ
と
い
う
と
き
、
あ
な
た
は

い
ざ
と
い
う
と
き
、
あ
な
た
は

い
ざ
と
い
う
と
き
、
あ
な
た
は

い
ざ
と
い
う
と
き
、
あ
な
た
は



広　報　玄　海 平成17年8月1日 

6

広　報　玄　海 平成17年8月1日 

２度にわたる民事執行手続の改正により、様々な新しい手続ができました。

これによって、これまでよりもさらに民事執行手続が利用しやすくなりました。

例えば、どんな手続ができたの？ 

★　担保不動産収益執行の創設

　　　
これまでは、抵当権者は、抵当不動産


 の売却代金から債権を回収するか(担保

　　不動産競売)、個別の賃料を差し押さえる

　　(賃料に対する物上代位)しかありません

　　でした。

　　　改正後は、マンションやテンナトビル



　　等、賃料収入が見込まれる物件の場合に


　　は、これを売却することなく、差し押さ

　　えて管理することにより、物件全体の賃

　　料から債権を回収することができるよう

　　になりました。


★　財産開示手続の創設

　　　これまでは、判決等を得て、強制執行をし

　　ようとしても、相手方(債務者)がどのような

　　財産を持っているか分からないことがありま

　　した。

　　　改正後は、相手方がどのような財産を持っ

　　ているのか分からない場合に、相手方に財産

　　目録を作成・提出させ、裁判所に呼び出し、

　　宣誓・陳述させることによって、財産の状況

　　を明らかにしてもらうことができるようにな

　　りました。


不動産 

自動車 

預貯金 

給料 

債権者 

債務者 
判 

決 

担保不動産競売 

担保不動産競売（新設） 

入居者 入居者 入居者 

資料 

売却代金 

差押え 

差押え 

債 

権 

回 

収 

債権者 
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★　裁判所における役割分担の
　見直し等
　　これまでは、物件明細書(買受
　希望者に競売物件の概要を説明す
　る書面）や、配当表(各債権者が受
　ける配当の額等を記載した書面)は、
　裁判官が作成することとされてい
　ましたが、改正後は裁判所書記官
　が作成することとされました。

※　少額訴訟の判決等を得た債権者
　に限り、地方裁判所のほか、簡易
　裁判所にも、金銭債権の差押えを
　申し立てることができる手続が創
　設されています。この手続も、同
　様に裁判所書記官が担当すること
　とされています。

















特別養護老人ホーム玄海園の指定管理者が決定しました 特別養護老人ホーム玄海園の指定管理者が決定しました 特別養護老人ホーム玄海園の指定管理者が決定しました 
　特別養護老人ホーム玄海園は昭和５６年４月に開園し運営してきました。既存施
設の老朽化に併せて、介護保険制度の導入により個人の自立した日常生活を支援す
るため、より良質で効果的な介護サービスを安定的に供給できるような運営基盤の
確保が求められています。
　入所者においては生活の場である特別養護老人ホームにおいて、これまでは４人
部屋主体の居住環境で介護サービスを提供してきましたが、入所者の尊厳を重視し
たケアを実現するため、個室・ユニットケアの施設として移転改築を計画し、現在
平尾地区内に敷地造成中です。
　本年から建築工事に入り、平成１９年４月から開園予定で準備を進めています。
それに併せて、新施設の管理運営については、地方自治法の規定による指定管理者
制度を導入し、社会福祉法人による運営を行います。
　これは、公設民営化により、民間の持つ知識、情報や創意工夫を最大限に活かし
て、入所者に対する介護サービスの向上を図るための取り組みです。
　その指定管理者が次のとおり決定しましたので、お知らせいたします。

　１．施設の名称　　玄海町特別養護老人ホーム玄海園
　２．指定管理者　　佐賀県多久市北多久町大字小侍１３２番地６
　　　　　　　　　　社会福祉法人　天寿会　理事長　諸
隅
正
剛
　３．指定の期間　　平成１９年４月１日から平成２４年３月３１日まで

ユニット内居室予想図ユニット内居室予想図施設全景完成予想図施設全景完成予想図

広　報　玄　海 平成17年8月1日 
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書記官  
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佐賀県職員採用試験 
（高等学校卒業程度） 

ＳＡＧＡ就職面接会開催 

訪問介護員養成研修２級課程 
受  講  者  募  集 

◆定　　員　40名 
◆講習期間　平成17年8月16日(火) 
　　　　　～平成17年9月30日(金) 
◆講習時間　実質24日間 
　　　　130時間＋3時間(手話講座) 
◆講習会場　佐賀県勤労者福祉会館 
　　　　　　(佐賀駅北側) 
◆受 講 料 70,000円 
　　　　　(含テキスト代6,700円) 
◆保 険 料　　720円 
◆副教材費　2,640円 
　※教育訓練給付制度対象講座 
◆申込み先 
　(財)介護労働安定センター　 
　佐賀支部 
　〒840-0816 
　佐賀市駅南本町6－4 
　佐賀中央第一生命ビル10階 
　ＴＥＬ 0952-28-0326 
　ＦＡＸ 0952-28-0328 
 

排水設備工事責任技術者 
資　格　試　験 

■試 験 日　 平成17年10月21(金) 
■受験講習　 平成17年10月初旬 
■受付期間　 平成17年8月17(水) 
　　　　　 ～平成17年8月22(月) 
■受験資格　高校(旧制中学)以上
の土木工学科等を卒業し、排水設
備工事等の設計又は施工に関し2
年以上の経験を有する者。又は、高
校(旧制中学)を卒業し同じく3年以
上の経験を有する者。および排水
設備工事等の設計又は施工に関し
5年以上の経験を有する者。 
■試験科目　下水道に関する一般
知識、排水設備に関する法令・事
務手続・設計・施工並びに維持管
理について。 
■詳しい問い合わせは 
玄海町下水道課　ＴＥＬ52-2111
　　 

ＮＰＯ法人設立講習会 
参加者募集 

　誰でも参加できます。 
参加は無料です。 
＊ＮＰＯ法人設立のための具体的
な設立趣旨書や定款作成、あるい
は事業計画書の作成等、５回に分
けての講習会です。 
◆講習会場　唐津市役所会議室 
◆時　　間　毎回午後1時30分より 
・第１回 
　平成17年11月19日(土) 
　ＮＰＯの基礎講座、設立趣旨書について 
・第２回 
　平成17年12月３日(土) 
　ＮＰＯ促進法と定款作成の留意点 
・第３回 
　平成17年12月17日(土) 
　議事録の作成と事業計画 
・第４回 
　平成18年1月14日(土) 
　添付書類と運営上の会計 
・第５回 
　平成18年1月28日(土) 
　認証と登記手続、その他 
◆申込み先 
　唐津市役所(地域振興課) 
　ＴＥＬ　72－9220 
※準備の都合上、参加希望の方は
　事前に申込んでください。 

県外で就業中のＵターン就職希望
者及び来春大学等卒業予定者及び
一般求職者等の就職面接会が開催
されます。 
◆主催等 
(主催)佐賀県、佐賀労働局、県内  
　　　公共職業安定所、佐賀県中
　　　小企業団体中央会 
(後援)佐賀県経営者協会、佐賀県
　　　商工会議所連合会、佐賀県
　　　商工会連合会、独立行政法
　　　人雇用・能力開発機構佐賀  
　　　センター 
◆日　時　平成17年8月12日(金)
　　　　　13:00～16:00 
◆場　所　マリトピア 
　　　　　佐賀市新栄東三丁目7-8 
　　　　　ＴＥＬ0952-23-0111 
◆対象者　 
　・佐賀県内へのＵターン就職を  
　　希望される方 
　・大学・短大・高等専門学校・
　　専修学校等を平成18年3月卒
　　業予定の学生及び平成17年3
　　月卒業者のうち未就職者 
　・県内で就職を希望される方 
◆参加企業　50社(予定) 
◆内　容 
　各企業ごとにブースを設け、企
業と対象者との面接・相談等を行う 
（1）Ｕターン希望者 
　 ①登録制度の紹介及び新規登録、 
　　 Ｕターン求人情報の提供 
　 ②県内一般求人の紹介・職業相談 
　 ③企業面接 
（2）学生等 
　 企業面接 
（3）一般求職者 
　 ①県内一般求人の紹介・職業相談 
　 ②企業面接 
（4）共通 
　 ①新規就農相談（県農産課） 
  ②職業ガイダンス（雇用・能力開
　　 発機構） 
◆参加申込先・問合せ先 
　佐賀県農林水産商工本部雇用対策課 
　〒840-8570 
　佐賀市城内一丁目1番59号 
　ＴＥＬ 0952-25-7310 
　ＦＡＸ 0952-25-7231　 

■試験区分・採用予定人数 
　　一般事務･･･7人程度 
　　総合土木･･･1人程度 
■受験資格 
　昭和59年4月2日から昭和63年
4月1日までに生まれた人 
■第１次試験 
　9月25日（日）午前9時 
　　佐賀大学 教養教育1号館 
　　（佐賀市本庄町１番地） 
■第２次試験 
　10月中旬～下旬（予定） 
■受付期間 
　８月５日（金）～８月26日(金） 
　インターネット申込の場合は、 
　24日(水)17時までに県のサー　
　バーに到着したものまで。 
■申込書の請求先 
　・佐賀県人事委員会（県庁11階） 
　・さが元気ひろば（県庁１階） 
　・唐津県税事務所など 
　また、郵送による請求の場合は、
封筒の表に「高卒請求」と朱書きし、
必ず140円切手を貼った宛先及び
郵便番号を明記した返信用封筒（角
形２号「33.2㎝×24㎝程度」）を同
封し、佐賀県人事委員会（〒840-
8570 佐賀市城内1丁目1番59号）
へ請求して下さい。 
※詳しくは佐賀県人事委員会（0952-
25-7241）へお尋ねください。 
佐賀県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 
http://www.pref.saga.lg.jp/ →注
目情報 → 職員募集→平成17年度
佐賀県職員等採用試験のお知らせ
にもあります。 
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Ｈ17年
6月末現在




男
　
3,447人

　
女
　
3,494人


合　計

6,941人


世帯数

1,958戸

○対象者 
　　戦没者等の死亡時の遺族で、平成１７年４月１ 
  日において、公務扶助料や遺族年金等を受ける方 
  がいない場合に、次の順序による先順位の遺族一 
  人に支給されます。 
　　１．弔慰金の受給権者 
　  ２．戦没者等の子 
　　３．戦没者と生計を有していた等の要件を満たす、 
　　　　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹 
　　４．上記３から除かれた、 
　　　　①父母  ②孫  ③祖父母  ④兄弟姉妹  
　　５．上記１から４以外の３親等内の親族 
　　　(戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上生計関係を有してい
　　　　 た方に限られます)  
○支給内容　 額面４０万円、１０年償還の記名国債 
○請求期間　  
　　 平成２０年３月３１日まで 
○請求窓口、問い合わせ先 
　　 役場福祉課　ＴＥＬ５２－２１１１ 

平成17年10月1日(土)現在で、国勢調査を実施します。 
住民票などの届出に関係なく、町内にふだん住んでいるすべての人について、世帯ごとに調査を行います。 
■調査期日　　平成１７年１０月１日(土) 

■調査対象　　町内にふだん住んでいるすべての人 

　　　　　　　　　 ・１０月１日現在、すでに３ヶ月以上住んでいる人 

　　　　　　　　　 ・１０月１日の前後を通じて３ヶ月以上にわたって住むことになっている人 

　　　　　　　　　 ・出稼ぎ、旅行、出張などで３ヶ月以上にわたり滞在する人 

　　　　　　　　Ｑ．２箇所に住居を持つ場合はどちらで調査しますか？　　 

　　　　　　　　　Ａ．寝泊まりする日数の多い方で調査します。 

　　　　　　　　Ｑ．学校の学生寮・寄宿舎、下宿屋などから通学している学生はどこで調査しますか？ 

　　　　　　　　　Ａ．その学生寮・寄宿舎、下宿先で調査します。 

　　　　　　　　Ｑ．病院・療養所などの入院者はどこで調査しますか？ 

　　　　　　　　　Ａ．３ヶ月以上入院している場合、その入院先の病院・療養所で調査します。 

■調査事項　　氏名、男女の別、出生の年月、就業状態、住宅の種類など１７項目　　 

９月２３日(金)から各地区の
国勢調査員が調査票を配布し
ますので、調査票へ記入し提出
をお願いします。

　この講座は、精神疾患をもつ方の家族が、病気に
ついての知識や福祉制度・リハビリテーション等の
社会復帰に必要な情報を得ることで、家族自身がゆ
とりや自信を取り戻し、本人と共に安定した家庭生
活をめざすために開催されます。　 

月　　日 テーマ 回 
１ 
２ 
３ 

４ 

５ 
６ 

統合失調症ってどんな病気？ 
統合失調症の治療は進んでいます 

９月８日(木)
９月22日(木)
10月７日(金) 回復を支える社会福祉 

10月21日(金) 再発を防ぐためには・・ ～精神障害者の理解とリハビリテーション～ 

11月10日(木)　家族の役割ってどんなこと？ 

11月17日(木)　視察研修(家族会例会参加)
☆対象者　精神障害者の家族 
☆場　所　唐津保健所 
☆時　間　１４：００～１６：３０(受付時間13:30～) 
　　　　　11月17日は 8:30～15:00 
☆参加費　無料 
☆申込み方法　９月７日(水)までに下記へ連絡ください。 
【申込み・問合わせ先】 
唐津保健所　精神保健福祉担当 
〒847-0012　唐津市大名小路３－１　℡73-4185 
 

ＳＡＧＡうみづくりフェスタ 
｢第26回全国豊かな海づくり大会｣

の成功に向けて県民みんなで盛り
上げましょう！
と　き:８月２０日(土)
ところ:干潟よか公園(東与賀町)
内　
容:ムツゴロウの放流、生鮮市、



　








干潟体験、魚つかみ取り、そ　
　　　

うめん流し、ステージアトラ　
　　　

クション
詳しくは
　ＴＥＬ0952-25-7143　






家族講座のご案内

け
ん
た
ろ
う

ち
な
つ
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な
め
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き
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と
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る
　
な

だ
い
ち

特別弔慰金が支給されます 
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 第６回　元気です！ 玄海町フォトコンテスト 入賞作品紹介入賞作品紹介
　第６回『元気です！玄海町フォトコンテスト』(玄海町観光物産協会主催)の入賞作品が
決定しました。玄海町の豊かな自然、活気あふれる人々、郷土色に濃く彩られた行事など、
“元気みなぎる玄海町”をテーマに町内外、遠くは鹿児島県、岡山県他から１０８点の応
募がありました。ここに、入賞作品をご紹介します。

▲玄海原子力発電所長賞
｢クリスマスの日｣
　平
野
イソミ(玄海町)

▲最優秀賞
｢普恩寺の棚田｣
　藤
原
昭
幸(福岡県)

▲優秀賞
｢イカ干し｣
　鐘ヶ江
靖(福岡県)　

▲優秀賞
｢子供の遊び場｣
　秋
山
光
弘(佐賀市)





入


選
｢

海
に
生
き
る｣

　
長
　
恵
美
子(

福
岡
県)

▲

▲入
選
｢名物一夜干し｣
　森
川
潤一郎(唐津市)

▲入
選
｢５月の空｣
　鏡
　荒
磯(福岡県)


▲入
選
｢祭りの日｣
　藤
本

　彰(長崎県)

▲入
選
｢エネルギーの町｣
　中
村

　猛(杵島郡)




玄
海
町
長
賞
｢

田
植
え
の
頃｣




川


原


英


典(

福
岡
県)




▲

▲町観光物産協会長賞
｢花火大会｣
　鐘ヶ江
春
雄(福岡県)

町
文
化
連
盟
会
長
賞
｢

こ
と
し
も
咲
い
た
ね｣

中


島


泰


広(

玄
海
町)

▲
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